
 

  

地域学校協働活動推進員研修会(４回目)の様子から   

 

岐阜大学サテライト会場で、最後となる

4回目の研修が行われました。 

板倉氏からは、「現代の子どもの特徴

および対応」を演題に「現代の子どもの

特徴」や「虐待や愛着障害の理解」につ

いて、ご講話いただきました。「親による体

罰の影響」や「虐待・貧困の連鎖の可能

性」など、家庭支援における推進員の役

割について学ぶ内容でした。 

 
 

 演習：「どんな地域学校協働活動推進員になりたいか？」   
 

演習では、同じ地区の方がメンバーと

ならないように、６人グループを編成し、

「与えられたミッション」に対する意見交

流を行いました。 

「第1回目の廣瀬先生の『地域学校協

働活動は、地域づくり』という言葉が印象

に残った」や「地域と学校が合同で運動会を行いたい」など、研修の学びや、今後生かしていきたい思いや

願いが交流されました。 

研修会の最後は、参加者全員が、「個人として、どんな地域学校協働活動推進員になりたいか」「どんな

活動をしていきたいか」について、「個人の宣言シート」にまとめ、意気込みや決意を述べました。 

前期の研修には、東濃地区から、社会教育委員、

子ども教室コーディネーター、社会教育主事、社会

教育担当課行政職員等１０名参加しました。  

４回の研修の受講と最終レポートを提出すると、

ぎふ地域学校協働活動センター長名（益川浩一

教授）で、修了証を授与されることになります。

１０名の受講者の皆さまお疲れ様でした。 
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Plus 

令和元年９月１７日 

日時：９月５日（木）  

場所：岐阜大学サテライト会場 

講師：岐阜大学教育学部 助教 板倉憲政氏 

   岐阜大学地域協学センター 准教授 大宮康一氏 

内容：現代の子どもの特徴や子どもとの関わり方を学ぶと

ともに、研修の振り返りを行う。（講義＋演習） 

【板倉氏の講義より抜粋】 

演題「現代の子どもの特徴と対応 

－家庭支援を踏まえて－」 

・体罰は百害あって一利なし 

・危機場面においての３つの F 

   Freeze 凍りつく＝解離 

   Fight   戦う＝積極的な問題解決 

   Flight  逃げる＝回避的な問題解決 

・困ったときに怒ってくる、守ってくれない親は、 

子どもにとって敵対的存在 

研修会の様子 

【演習で、与えられた２つのミッション】 

〇ミッション１ 

「研修を振り返り、学びや気づきを共有する」  

〇ミッション２ 

「自分として今後に生かすこと」 

 

演習の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 地域学校協働活動推進員後期研修が始まります！   
  

地域学校協働活動（地域と連携・協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支え、

地域を創生する活動）の推進をねらいとして、岐阜県と岐阜大学が共同で設置した「ぎふ地

域学校協働活動センター」が行う、地域学校協働活動推進員研修の後期が始まります。 

 

 

 

 

 後期日程 会 場 研 修 内 容 

１ 
11月12日(火) 

13:30～16:30 

【主会場】 

岐阜大学サテ 

ライトキャン 

パス 

【遠隔会場】 

恵那総合庁舎 

 

「概論－国の動向や活動の概要－」 

講師：廣瀬隆人氏（元宇都宮大学教授） 

２ 
12月10日(火) 

13:30～16:30 

「プログラムの企画・立案」 

講師：内田光俊氏（岡山市教育委員会生涯学習課職員） 

３ 
1月 14日 (火 ) 

13:30～16:30 

「実践者に学ぶ」 

 講師：新谷さゆり氏 他（白川村社会教育主事） 

 講師：田中雅文氏（日本女子大学教授） 

４ 
2月 4日 (火 ) 

13:30～16:30 

岐阜大学サテ

ライトキャン

パス 

「情報交流」「子ども理解」 

講師：大宮康一氏 

（ぎふ地域学校協働活動センター副センター長 岐阜大学准教授） 

 講師：板倉憲政氏（岐阜大学教育学部助教） 

 

「多くの方がこの研修を受講することを願っています」     受講者 林 茂富 
 

 今回の研修には、自ら希望して参加した。 

第１回は、地域学校協働活動を必要とする時代背景と地域学校協働活動推進員（今後は推

進員とする。）の重要性を感じる研修であり、前向きな自分を感じた。推進員としての心構えだけ

でなく、自己改革の必要性と置かれている環境の重要性を改めて痛感させられた。一旦はリタイ

アした私だが、これからの社会に役立つ一人として自分なりに考え、今回学んだことを活かした

いと思っている。 

 今回の研修は、殆どが講義であったが、最後に参加者の交流の時間がもたれ、立場の違う

面々が参加していることから、それぞれが持っている課題も違い様々な思いをもって研修を受け

てみえたことが分かった。 

地域学校協働活動を推進するためには、先ず市町村の担当者が、「地域学校協働活動」推

進に至るまでの経緯及び国の動向をつかむ必要がある。その上に立って市町村の現状をつか

み、「学校（子ども）を核とした地域づくり」のため方針と計画を早急に見直さなくてはならない。

市町村の方針が明確になった時点から次の段階へと進んでいく。行政・学校・保護者・地域の

共通理解があって、初めて協働できる組織を作っていくことができる。その中の重要な位置づけ

が推進員である。 

理想的な地域学校協働活動本部を組織するには、長い道のりになりそうである。焦らず常に

新しい情報を吸収しながら、自分に出来る事を少しずつ始めていきたい。 

 

【研修に関する問い合わせ先】 ※この研修の受講には、市の推薦が必要となります。 
住所 ： 恵那市長島町正家後田 1067－71 

担当 ： 恵那県事務所 振興防災課 長瀬教行  

電話 ： ０５７３－２６－１１１１（内線２０８）   〆切 ： ９月２６日（木） 

 


